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衆
議
院
議
員
寺
前
巖
君
提
出
消
防
防
災
行
政
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
の

1
に
つ
い
て 

住
宅
防
火
対
策
に
つ
い
て
は
、
住
宅
防
火
対
策
の
推
進
に
係
る
基
本
方
針
を
定
め
る
と
と
も
に
、
学
識
経
験

者
、
関
係
行
政
機
関
、
関
係
団
体
等
で
構
成
す
る
住
宅
防
火
対
策
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、
そ
の
推
進
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
四
年
二
月
に
は
、
三
階
建
住
宅
に
つ
い
て
主
要
な
避
難
経
路
の
ほ
か
に
バ
ル
コ

ニ
ー
等
の
副
次
的
な
避
難
経
路
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど
住
宅
防
火
設
計
に
関
す
る
留
意
点
を
示
し
た
「
住
宅
防

火
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
関
係
行
政
機
関
に
送
付
し
、
建
築
主
、
設
計
者
、
関
係
団
体
等
に
対
し
て
、
そ
の
普
及
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

一
の

2
に
つ
い
て 

火
災
保
険
の
割
引
は
、
保
険
会
社
の
判
断
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 



三
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
始
め
消
防
施
設
・
設
備
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
、
地
域
の
実
情
に
即 

し
、
計
画
的
な
整
備
を
図
る
よ
う
市
町
村
を
指
導
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
国
庫
補
助
金
を
始
め
所
要
財
源

の
充
実
と
そ
の
合
理
的
・
効
率
的
な
活
用
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

な
お
、
消
防
職
員
の
勤
務
時
間
の
短
縮
に
当
た
っ
て
は
、
国
家
公
務
員
及
び
他
の
地
方
公
務
員
と
同
様
、
公

務
能
率
の
向
上
、
毎
日
勤
務
者
の
活
用
、
職
員
配
置
の
弾
力
的
運
用
等
適
切
な
対
応
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

人
員
配
置
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
計
画
的
に
推
進
す
る
よ
う
指
導
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 
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